
湖沼のエコツーリズムコンテスト
事前説明会

２０２２年７月８日（金）18：00-19：00

主催：公益財団法人国際湖沼環境委員会

（ＩＬＥＣ）
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はじめに

 表示名は「お名前＠大学名/所属名」に変
更願います。

 音声はミュートでお願いします。

 質問はチャットに遠慮なくご記入ください。

 説明会中は録画しておりますのでご了承
ください。
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本日のスケジュール

１．ILECについて

２．国際シンポジウム２０２２概要説明

３．コンテスト概要説明

４．今後のスケジュール

５．エントリー方法

６．提出書類について

７．質疑応答
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１．ＩLECについて

・ 滋賀県を拠点とするNGO

・ 「世界の湖沼とその流域の環境の持続可能な管理と保全に
貢献していく」ことを使命として1986年に設立された団体



湖は、地球上の容易に利用できる淡水の９０％を占める貴重な
水資源であるとともに、豊かな自然を育み、我々人類にさまざま
な恵みを与えてくれます。今、そのかけがえのない世界の湖の
多くが危機に瀕しています。この状況を踏まえ、ＩＬＥＣは世界の
湖の持続的な管理と保全を目指して活動しています。

酸性化(In Sweden)

水位低下(Mono Lake)

有毒汚染(The Great Lakes)深刻な富栄養化(Dian Chi)

１．ＩLECについて

堆泥(Tonle Sap)

酸性化(In Sweden)有毒汚染(The Great Lakes)深刻な富栄養化(Dian Chi)
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１．ILECについて
■ILECの活動の主な３つの柱

 湖沼流域管理に関する科学的知見の集約と普及（SciCom中心)

 世界湖沼会議の開催などの国際協力の推進支援
 研修活動による人材育成
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１．ＩLECについて

世界湖沼会議（ＷＬＣ）の開催

■1984から, WLCは11カ国で18回開催されています。
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１．ILECについて

世界湖沼会議の開催

 次期開催 WLC19（ハンガリー バラトンフュレド）

テーマ：湖沼を越えて 持続可能な利用に向けて科学・文化・ガバナンスを繫ぐ

時 期：2023年10月中旬

主 催：バラトン湖開発調整局、ILEC
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２．国際シンポジウム２０２２概要説明

 日時 2022年10月15日（土）

 開催方法 ハイブリッド方式
(琵琶湖博物館ホール･オンライン)
同時通訳

 プログラム
3-1湖沼のエコツーリズムコンテスト
3-2琵琶湖の恵みを食べよう
3-3 インターナショナルシンポジウム
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３．コンテスト概要説明

目的・背景

第 5 回国連環境総会（UNEA5.2）が 2022 年 2 月 28 日から 3 
月 2 日にかけて ケニア・ナイロビで開催され、「持続可能な湖
沼管理」の決議案が採択されま した。この決議案は世界の水の
問題において見過ごされてきた「湖沼」にスポ ットライトを当てる
ものです。この気運を更に高める為、ＩＬＥＣは今秋国際 シンポ
ジウム 2022 を開催し、第１９回世界湖沼会議（ハンガリー・バラ
トン 湖）に繋げたいと考えます。そして、湖沼がわたしたちにど
のような恵みを与 えてくれているかに思いを巡らし、上手く利用
しながら湖沼を守っていくこ とを考える機会を作ります。 また本
コンテストでは、次回湖沼会議において発表するグローバル人
材の育成を目指します。
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３．コンテスト概要説明

応募者資格

（１）大学生等

（２）１０月１５日（土）に滋賀県琵琶湖博物館ホールで実施する
シンポジウムに参加できること。（オンラインでも可）
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３．コンテスト概要説明

応募内容

（１）湖沼およびその流域（湖沼流域）を観光資源として利活用
するオリジ ナリティのあるエコツーリズムについて提案してくだ
さい。 ※湖沼流域とは湖、川、森を含みます。

（２）下記の点を考慮に入れて提案してください。

①地域の歴史、文化、食、スポーツ、釣り、自然など人々

の暮らしを大切に し、上手く活かすこと、特に「湖沼の環

境」と「人」と「地域」に とって「三方よし」となること。

②次の世代へと繋がる持続可能なものとなることを含め

て考えてみてください。
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３．コンテスト概要説明

審査過程

①一次審査 事務局による書類審査

②二次審査 書類選考通過者またはグループ３組によるプレゼ
ンテーシ ョン（プレゼン 10 分、質疑応答５分）

※コンテスト当日のプレゼンは３組ですが、その他の応募者に
も賞がありますので、できるだけ会場への参加をお願いします。

応募多数の場合は、予備審査を行
います。１０組程度が１次審査の書
類選考に進みます。
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３．コンテスト概要説明

審査基準

①提案内容が実現可能で独自性があるか

②地域の資源を持続的に利用できる提案になっているか

③「湖沼の環境」「地域」「人」にとって「三方よし」となっているか

地域の人も
気づかない？

あなたの考え
る湖沼の価値
（魅力）

こんな工夫で
楽しめる！

学びがある！守りたい！
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３．コンテスト概要説明

審査員 約５名

・学識経験者（観光学）

・観光事業者

・環境事業者

・行政

・ILEC 科学委員
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３．コンテスト概要説明

表彰

最優秀賞（１点） 副賞

入賞（２点） 副賞

参加賞他

最優秀賞受賞者は第１９回世界湖沼会議（２０２３
年１０月ハンガリー・バラトン湖にて開催）にご参
加いただきます。
（３名程度。渡航にかかる費用はILEC負担）
湖沼会議までの間に数回のワークショップを計画
しています。
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４．今後のスケジュール
事前説明会
７月８日（金）

エントリー締切
８月１９日（金）

提出書類締切
９月１６日（金）

審査結果通知
９月３０日（金）

コンテスト当日
１０月１５日（土）

エントリーシート提出

PPT資料・企画書提出
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５．エントリー方法

エントリーシート ILECのHPからアクセス
https://www.ilec.or.jp/news/11952/

8/19（金）締切！

https://www.ilec.or.jp/news/11952/
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５．エントリー方法

エントリーシート
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６．提出書類について

１．プレゼンテーション資料

・パワーポイントで作成してください。

・１０分以内で発表できる内容とし、日本語または英語

で作成してください。

・提案の内容をイメージできる画像や動画を使用して

いただくとより良いです。

２．企画書

・指定の様式を利用して、日本語または英語で企画書
を作成してください。

・企画書様式はＩＬＥＣのＨＰからダウンロードできます。

https://www.ilec.or.jp/news/11952/

9/16（金）締切！

https://www.ilec.or.jp/news/11952/
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６．提出書類について
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６．提出書類について

・提出方法

メールにファイルを添付して送信。データ容量が多く
送信が出 来ない場合は ＵＳＢメモリ等の記録媒体を
郵送で提出。 又は大容量データファイル転送サービ
スを利用

・応募・問合せ先

〒525-0001 滋賀県草津市下物町 1091 番地

国際湖沼環境委員会事務局
Email:ilec_sympo2022@ilec.or.jp TEL: 077-568-4573
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７．質疑応答
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参考

環境省ＨＰ エコツーリズムのススメ

https://www.env.go.jp/nature/ecotourism/try
-ecotourism/

https://www.env.go.jp/nature/ecotourism/try-ecotourism/
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本日の事前説明会は終了致しました。

ご清聴ありがとうございました。

録画は後日Youtubeにてアーカイブ配信致し
ます。

ＨＰ等でお知らせ致しますのでお待ちくださ
い。


